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海
岸
エ
リ
ア
の 

整

備

事

業

問　
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
の
整
備

な
ど
で
限
度
額
12
億
円
の
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
。
積
算

根
拠
な
ど
が
な
い
と
判
断
で
き

な
い
が
、
い
つ
示
す
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
今
議
会
中
に

整
理
し
て
示
し
た
い
。

問　
松
林
の
自
然
を
生
か
し
た

遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
と
龍
城

ケ
丘
ゾ
ー
ン
の
一
体
感
を
創
出

す
る
た
め
、
遊
歩
道
の
整
備
の

可
能
性
を
県
に
働
き
掛
け
て
い

く
。
ま
た
、
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
と

つ
な
ぐ
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
整

備
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
計
画

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　

国
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の
普

及
・
促
進
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、

本
市
の
自
転
車
利
用
環
境
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り

財
団
と
連
携
し
て
進
め
た
い
。

問　
多
様
な
人
た
ち
の
拠
点
と

な
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー

チ
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

市
長　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ

の
よ
う
な
機
能
に
つ
い
て
、
県

と
調
整
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

庁
内
連
携
に
よ
る 

中
心
市
街
地
の 

活
性
化
と
周
辺
整
備

問　
庁
内
連
携
に
よ
る
こ
の
１

問　
ど
の
よ
う
に
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
す
る
の
か
。

福
祉
部
長　
自
殺
対
策
会
議
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
懇
話
会

に
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
策
定

し
て
い
く
が
、
地
域
福
祉
計
画

と
一
体
的
に
策
定
す
る
た
め
、

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
で

も
審
議
し
て
も
ら
う
。

問　
自
殺
対
策
は
庁
内
横
断
的

な
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
自
殺
対
策
庁
内
会

議
な
ど
を
設
置
し
、
現
状
の
把

握
や
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
殺
の
危
険
を
示

す
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
適
切
な

対
応
が
で
き
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
研
修
を
実
施
し
、

資
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問　
教
育
委
員
会
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
い
じ
め
な
ど
の
相
談

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
県
教
育

委
員
会
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
を
試
行

的
に
実
施
し
、
調
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
そ
の
報
告
を
見

て
、
取
り
組
み
を
研
究
す
る
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら 

な
る
拡
充
に
向
け
て

問　
「
ひ
ら
つ
か
ネ
ウ
ボ
ラ

ル
ー
ム
は
ぐ
く
み
」
の
成
果
と

反
響
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長　
平
成
29
年
度
は
１
６

８
６
人
に
母
子
健
康
手
帳
を
発

行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
な
ど

で
３
１
２
３
人
が
利
用
し
た
。

関
係
課
や
医
療
機
関
と
の
連
携

で
出
産
前
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予

防
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
世
代
を
超
え
た
子
育
て
支

援
の
指
南
書
と
し
て
「
祖
父
母

手
帳
」
を
作
成
で
き
な
い
か
。

副
市
長　
祖
父
母
教
室
の
内
容

を
ま
と
め
、
必
要
な
人
へ
渡
せ

る
よ
う
検
討
す
る
。

問　
祖
父
母
手
帳
は
い
つ
ご
ろ

ま
で
に
作
成
で
き
る
か
。

況
の
中
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
事
業
費

の
削
減
が
見
込
め
る
。
ま
た
、

不
足
す
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
機
能

や
に
ぎ
わ
い
創
出
機
能
を
一
体

的
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
こ
の
手
法
を
選
択
し
た
。

問　
見
附
台
周
辺
地
区
の
整
備

で
は
中
心
市
街
地
を
含
め
た
面

的
整
備
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
事
業
者
の
募
集
に
当
た

り
、（
仮
称
）
新
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
事
業
と
駅
周
辺

の
商
店
街
と
の
連
携
施
策
や
、

見
附
台
周
辺
地
区
、
駅
西
口
、

駅
周
辺
の
商
店
街
と
の
連
続
性

の
確
保
な
ど
の
提
案
を
誘
導
す

る
。
こ
の
こ
と
で
、
中
心
市
街

地
全
体
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

回
遊
性
の
実
現
を
目
指
す
。

中
小
企
業
の
設
備
投
資 

を
促
す
制
度
に
つ
い
て

問　
今
回
の
市
税
条
例
の
一
部

改
正
で
、
中
小
企
業
の
新
規
取

得
設
備
の
固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ

と
す
る
が
そ
の
影
響
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
特
例
期
間
が

３
年
間
で
あ
る
た
め
影
響
は
限

定
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
明
ひ
ら
つ
か

互
い
に
支
え
あ
う
街
・
住
み
続
け

た
く
な
る
街
を
目
指
し
て

小
笠
原 

千
惠
美 

議
員

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
広
め

共
に
さ
さ
え
あ
う
社
会
に

伊
東 

尚
美 

議
員

民
間
活
力
の
活
用
に
よ
る
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
と
中
小
企
業
支
援

鈴
木 

晴
男 

議
員

年
間
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

市
長　

平
成
29
年
度
は
庁
内

ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
、
中
心
市

街
地
に
つ
い
て
の
意
見
や
取
り

組
み
を
集
約
し
た
。
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
分
野
横
断
的

な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

ま
た
、
駅
周
辺
の
魅
力
を
高

め
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
圏
の

形
成
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
地
域
再

生
計
画
を
策
定
し
、
内
閣
府
の

認
定
を
受
け
た
。
活
性
化
に
向

け
て
は
、
商
業
振
興
の
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
全
体
の
観
点
か

ら
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
が

中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
機
会
の

提
供
、
市
民
交
流
の
場
づ
く

り
、
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
を

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

問　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
第
２
次
）
別
冊
で
は
、
中
心

市
街
地
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街

地
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
消
費

の
機
能
、
働
く
場
、
趣
味
や
学

び
に
集
う
場
及
び
憩
い
の
時
間

を
過
ご
す
場
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
や
要
素
を
加
え
、
総
合

的
な
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
考

え
方
を
示
し
て
い
る
。

問　
見
附
台
周
辺
地
区
の
整
備

な
ど
で
「
公
的
不
動
産
（
Ｐ
Ｒ

Ｅ
）
の
有
効
活
用
等
の
民
間
提

案
活
用
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
」
の
手

法
を
選
択
し
た
要
素
を
伺
う
。

市
長　
現
在
の
厳
し
い
財
政
状

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
今
年
度

中
に
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
も
掲
載
し
た
い
。

問　
保
育
や
母
子
健
康
に
関
す

る
電
子
申
請
が
で
き
る
「
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

の
活
用
の
考
え
方
を
伺
う
。

副
市
長　
利
便
性
向
上
と
丁
寧

な
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題

で
あ
り
、
そ
の
点
に
留
意
し
な

が
ら
活
用
を
進
め
て
い
く
。

民
間
活
力
の
活
用
に 

係
る
具
体
的
業
務
の 

取
組
方
針
に
つ
い
て

問　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い

て
、
ど
う
職
員
の
意
識
は
変

わ
っ
た
か
。

企
画
政
策
部
長　
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
導
入
推
進
事
業
や
事
業

評
価
な
ど
に
よ
り
、
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
が
高
ま
っ
た
。

問　
発
達
障
が
い
児
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
る
。
適
切
な

支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
専
門
的

な
人
材
が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
十
分
な

相
談
体
制
が
で
き
て
い
な
い
た

め
、
随
時
募
集
を
行
う
な
ど
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問　
発
達
障
が
い
児
を
育
て
た

親
が
相
談
に
応
じ
る
ペ
ア
レ
ン

ト
メ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
本
市

の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
現
在
11

人
が
活
躍
し
て
い
る
。
活
動
機

会
の
拡
充
が
課
題
で
あ
る
。

問　
地
域
の
中
で
本
人
や
そ
の

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
の
作
成
を
提

案
す
る
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
周
囲
か

ら
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

に
有
効
で
あ
る
。
今
年
度
早
い

時
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
見

直
し
に
伴
い
、
今
年
度
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
金
目
川

沿
川
地
区
で
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
な
ど
の
説

明
会
を
行
う
。

問　
大
規
模
氾
濫
の
際
の
逃
げ

遅
れ
を
減
ら
す
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
が
有
効
で

あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
洪
水
の

被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
の

普
及
を
検
討
し
て
お
り
、
今
年

度
は
相
模
川
沿
川
地
区
を
対
象

に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

の
図
上
訓
練
を
実
施
す
る
。

問　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
の
操
作
習
熟
な

ど
の
た
め
、
各
課
と
連
携
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
つ
い
て

公明ひらつか 所 属 議 員

永田 美典 議員秋澤 雅久 議員

　議員からの提出議案として、本会議
の最終日に次の意見書が提出され全員
異議なく可決しました。ホームページ
には全文を掲載しています。意見書

し た可 決

■ 子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善、
教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
意見書（抜粋）
　子どもの学ぶ意欲を引き出し、多様化しているニーズに応じたき
め細やかな教育の実現のためには、条件整備が不可欠である。
　よって、政府におかれては、次の事項について配慮されるよう強
く要望する。
　１�　子ども、保護者のニーズに応じたきめ細かな教育を実現し、
ゆたかな教育環境を整備するため、基礎定数化を含めた計画的
な教職員定数改善を早急に推進すること。

　２�　ゆたかな学びの環境を創出し、保護者負担軽減のため、教育
予算を増額すること。

　３�　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費
国庫負担制度を堅持するとともに、国の負担を最低でも従前の
２分の１まで拡充すること。

■神奈川県最低賃金改定等についての意見書（抜粋）
　経済の好循環を確かなものにするためには、ＧＤＰの60％を占め
る個人消費の拡大に向け、賃金の引き上げを、すべての労働者に適
用される最低賃金にも波及させることが必要である。
　よって、2018年度の神奈川県最低賃金の諮問・改定に関して、次
の事項について、特段の配慮をされるよう強く要望する。
　１�　経済の好循環の実現のため、早期に神奈川県最低賃金の諮
問・改定を行うこと。

　２�　最低賃金引上げに伴う中小企業・小規模事業者への支援を強
化すること。

　（１）国として実施している各施策における神奈川県での活用実
　　績等、取り組み成果の見える化を図り、実効性を高めること。
　（２）公正な取引関係の確立に向け、為替変動・資材高騰・物価
　　�上昇などに伴うコスト増に対し、価格転嫁を阻害する行為へ�
の適切な指導、監視体制の強化をはかること。


